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LChemistry　lncluding　Natural　Products
　　　　　　　　i．　Insect　Control

　昆 虫 や ダ ニ な ど に 活 性 を示 す合成化合物な ら び に 天然物

に 関 して ，67件 （＃1〜57，＃59− 68）の ポ ス ター
発表が 行 わ

れ た （内，＃25 の 1件 は キ ャ ンセ ル ）．日本 か らの 発表が 41

件 で，他 に 米国 7件，中国 7 件，イ ラ ン 3 件，ドイ ツ 2 件，

タイ，韓国，ヨ ル ダン，ハ ン ガ リ
ー，セ ル ビア，ロ シ ァか

ら各 1件が 発表された．これ らの 中か ら 6 件が選ばれ，8 月

10 日の 午前 に ポ ス ターワ ーク シ ョ ッ プが 開催 された．

　 こ こ に含まれて い るポス ターは種 々 の 内容を含んで おり，
一

覧す る こ とは 難 しい が，そ の
一

助 と して合成農薬 と天然

物に分け て簡単に紹介す る．合成農薬に関 して は，す で に

実用 化 の 段階に あ る 化 合物と して，殺線虫剤 imicyafos

（＃7），殺 ダ ニ 剤 acaritouch （＃ll），　 cyflumetofen （＃21），

milemectin （＃67），浸透性殺虫剤 spirotetramat （＃29），ノ ル

菊酸型 ピ レス ロ イ ド剤 metofluthrin （＃30），マ ク ロ ラ イ ド系

殺虫剤 ］epime 。tin （＃66） の 開発研究 が 報告 さ れ た，一
方，

開発途上の 新規化合物 の 合成と活性試験や構造活性相関に

関する研究 と して は，IGR 活性を有す る indolines（＃4），摂

食阻害活性を有す る aurones （flavonoid）（＃4），殺 ゴ キ ブ リ

活性を有す る or−pyrones （＃15）， 殺 シ ロ ア リ活性を有す る

gallic　esters （＃16），殺虫剤 pyridaly1誘導体 （＃22），　 JH ア ン

タ ゴ ニ ス トで あ る benzoates（＃23，
24），

ハ ダニ 等に 殺虫活

性を示す pyrazole−4−carboxamides （＃26）， ガ類等に殺虫活性

を示す hydrazone誘導体 （＃27），殺虫剤 fiubendiarnide　＄，導

体 （＃28）， 殺 シ ロ ア リ活性を有す る benzoylphenylureas

（＃31）， 殺虫性抗生物質 spinosyns （＃36 ， 37， 39），
ニ コ チ

ン 系ACh レ セ プ ター
に 作用す る anabaseine 誘導体 （＃38），

GABA ア ン タ ゴ ニ ス トで あ る N−phenylamidines（桝 2），ハ ダ

ニ に 殺虫活性を示す 3H・benzoxazol−2−ones （桝 3），既存農薬

の ア ミノ 酸 や糖と の 包合体 （＃44，45），photolarvicidal活性

を示す 2
，
5−diarylethnylthiophenes（＃46），殺虫殺菌活性を示

す benzoxazaphophorins（＃48），ガ 類 に 高活性を示す an−

thranilic　diamides（＃52），殺 ダ ニ 活性を示す milbemycin 　A4

誘導体 （＃68） の 様 に，20件以上 が 報告 され た．さ らに，

既存薬剤 の 圃場試験 の 発表 もさ れた （＃1，20）．

　天然物 に 関 して は ，植物精油成分 の 殺虫活性試験 （＃35，

4g，53）や同定 （＃54，55）が報告 され，また 果皮抽 出物 の

殺虫活性等の 報告 （＃6） もあ っ た．新 た な生理活性物質 の

同定 と して は，絶食 カ イ コ か らの 新規 ペ プ チ ド （＃8），殺 ボ

ウ フ ラ活性を有す る植物ア ル カ ロ イ ド （＃IO），キ チ ン分解

酵素阻害活性を 有 す る抗生物質 （＃13），サ ソ リ毒 （＃32），

植物 の 殺線虫物質 （＃47），チ ョ ウ の 摂食刺激物質 （＃51），

ミ バ エ の 性誘 引物質 （＃56），寄生蜂に 作用す る植物成分

（＃60），塊茎 か らの 殺 ダニ 物質 （＃62） が 発表 され た．ま た

ミ トコ ン ドリア 複合体 1の 阻害物質 （＃2，3），カ イ コ 幼虫の

ス テ ロ イ ド嗜好性 （＃19），共生細菌 の 生産す る殺線虫物質

（＃64） に つ い て も報告 さ れた．フ ェ ロ モ ン に 関 して は，蛾

類 の 交信攪乱 （＃17，18），ア ズ キ ゾ ウム シ の 性 フ ェ ロ モ ン の

同定 （＃34），カ ゲ ロ ウ 性 フ ェ ロ モ ン の 構造変換 （糾 0），ア

ブ ラ ム シ 警報フ ェ ロ モ ン の 類縁体 の 合成と活性試験 （＃4D ，

ダニ 警報フ ェ ロ モ ン の 生合成 （＃57）が報告された．天然物

の 全 合成研究 と して は，駆虫薬で あ るカ イ ニ ン 酸 （＃5），殺

線虫 マ ク ロ ラ イ ド （＃9），麻痺性ア ル カ ロ イ ド （＃33）が あ

り，また
1
℃ 標識ピレス ロ イ ドの合成 （＃14）も報告され た．

加 え て ，天然 ピ レ ス ロ イ ド （＃50），生 物間相互 作用物質で

あ る volicitinの 生合成研究 （＃59，＃61） が，　 ACh レ セ プ

ター
の 構造変換 に よ る受容部位解析 （＃63），摂食阻害活性

物質 で あ る pymetrozineの 構造解析 （＃65） が報告さ れ た．

　ポス タ
ー

の 英文要旨はすべ て 公開 されて い るが，さ ら に

い くつ かの ポス タ
ー

の 概要 と感想を以 ドに と りまと め て み

た．国際会議に 参加で きな か っ た 学会員の 方々 の 参考 に な

れば幸い で あ る．

1−1−i−03C，　Essential　structural　factors　ofmitochondrial 　complex

Iinhibitor　acetogenins （M ．　Abe，　T．　Nishioka，　T．　Miyoshi．　Kyoto

un 孟v．）

　ア セ トゲ ニ ン 類は殺虫活性 ， 抗癌活性な ど多様な 活性を

有す る．そ の 構造は γ
一ラ ク トン を

一
端に有し，中央部の 連

続す る 2 つ の 5 員環工 一テ ル 部と長い ア ル キ ル鎖 で 結 合 し，

他端 も長い ア ル キ ル 鎖 を有 す る．本研究で は，構造 と 活性

の 関係を さ まざ まな類縁化合物を合成す る こ と に よ っ て 活

性に 必須な 構造を推定した，活性は ウ シ の ミ トコ ン ド リア

複合体 1に 対する阻害活性を指標 と した，す な わち，γ
一ラ

ク トン は活性 に 不要 な こ と，5 員環 工
一テ ル 部 は ひ と つ で

充分 な こ と，γ
一ラ ク トン と 5 員環 工

一
テ ル 部との 間 の ア ル

キル 鎖長は炭素で 13個分 が最適長 で あるこ と，他端 の ア ル

キル 鎖長 は天然物 （炭素 10個分） よ り短 くて よ い こ と な ど

を明 ら か に した．し か し，こ れが 殺虫活性 に お い て 同様 の

構造活性相関が成立す る か どうか は さ ら に検討す る必 要が

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Pesticide Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Pestioide 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

S76　芦邊 希代 ら 凵木農薬学会誌

Nて豐
剛

、
　 ：

怫

壌プ ＿

B。c亠
　

雁
「
c3

→
→

．

鶏
・

　

　

　
隴

脱ch4

鵬

鴛
　 　 H　 h

匸
一

トkeinicnati　ヒ1｝

　 　 　 　 　 　 　 〔

籥 罵 一 ・レ
図 1．

あ る で あ ろ う，

1−1−i−05B．　 Stereocontrolled　total　 synthesis 　 of （
一
）
−kainic　 acid

（H ．Sakaguchi，　H ．　Tokuyama ，
　T．　Fukuyama

，
　Univ．　Tokyo）

　（
一
）
−Kainic　acid （1）は海洋性の 藻類か ら単離され る もの

で，寄生 虫駆除作用 の あ る カイ ノ イ ドの
・
種 で あ る．Kainic

acid は glutamate　receptor の 強 し、ア ゴ ニ ス トと して も働 くた

め，こ の 化合物 は神経薬理学 の 分野 で 広 く利用で き る と考

え られ る．しか し，天然 か ら 得 られ る kainie　acid の 量 は 限

られて い るため，今回，Sakaguchiらは，　 L−phenylalanineを

出発として，kainic　acid の 全合成を行 っ た，今回の 合成 の

鍵 と な る 反応 は，光学活性な acrylate 誘導体 で あ る 2 の 環

化反応と， ジア ス テ レオ 選択的な分子内マ イケ ル 付加反応

で あ る．2 か ら 3 へ の 合成 は 0．8mol ％ の 触媒を用 い る こ と

に よ り，99％ の 高い 収率 で 合成 さ れ る．ま た ，3 か ら 4 へ

の合成で は ， 目的 とす る化合物以 外に ， 光学異性体が合成

さ れ るが ，塩基，溶媒，温度の 検討に よ り，91 ；9 （収率

95％） で 目的 とす る化合物 を 得 る こ とに成功 し，最終 的 に

15 ス テ ッ プ，13％ の 収率で ，kainic　acid の 合成に成功 した

（図 D．

1−1−i−08B．　ldentification　and　characterization　of　a　novel 　peptide

（pp3158）from　the　starved　larva］hemolymph　Qf　the　silkworm ，

Bombyx 　mori （S．　Nagata，　H ．　Nagasawa，　Univ．　Tokyo）

　カ イ コ の 摂食リズ ム を調 べ た 結果，幼虫期間を通 して 概

日 リズ ム と は異 な る約 3 時間の 周期 で 摂食
一
休止 の リズ ム

を繰り返 して い る こ と を 見出した ．また ，
こ れ に対応 して

変化す る体液中の ペ プチ ド成分を TOF−MS を用 い て 調べ た

と こ ろ，m ！z　3158 の ペ プ チ ドが 休止期 に高 くな る こ とが わ

か っ た．こ れ を単離して ア ミ ノ酸配列を決定した と こ ろ ，

28 ア ミノ酸残基か らな る こ とが わ か っ た．こ の配列を基 に，

こ の ペ プ チ ドを コ ードす る cDNA を ク ロ
ーニ ン グ した と こ

ろ，64ア ミノ 酸 の 前駆体 （pp3158） に コ ードされ て お り，

そ の 後 の 検討か ら mXz 　3158 の ペ プ チ ドは精製中に 生 じた分

解物で あ る こ と が わか っ た，発現解析 の 結果か ら，こ の ペ

プチ ドは 主 に脂肪体 で 合成されて い るこ とがわか っ た．こ

の ような摂食調節 の 分子機構の 解明か ら，将来，害虫制御

の 標的が探索され る こ とが期待 され る，

1−1−1−10A．　New 　leading　alkaloids 　fbr　insectjde　fbrm　Macleaya

coi
’data（T．　Ueno，　M ，　Inoue，　K，　Nakayama，　Y．　Katsuda，　Dainihon

Jochugiku）

　タ ケ ニ グサ （Macleaya　cordata ）を乾燥させたもの は，蚊

や イ エ バ エ に対す る植物由来の 殺虫剤と して古 くか ら使用

され て きた も の で あ る，この植物の持つ 殺虫活性が どの よ

うな物質に 起因す る の か を，こ の 植物の 抽出液を用 い て 調

査，報告 して い る，LC・MS で の 測定 の 結果，　 protopine，　 al−

］ocryptopine ，そ して chelerythrine と sanguinarine の混合物 が

得 られた．こ れ らの 化合物は，生物試験 （蚊の 幼虫を使用）

に お い て，ニ コ チ ン を上回る殺虫活性を示 した，さ らに ニ

コ チ ン が高 い 魚毒を有す るの に 対 し，こ れ らの 化合物 は魚

毒を ほ とん ど示 さ な い ．蚊の 幼虫以外 へ の 生物試験は まだ

行われて おらず，他の 昆虫 に対 して の 作用や，投与方法 の

検討な ど，問題 は 残 されて い る ようだ が，今後，安全性 の

高い 殺虫剤へ の 応用 が 期待 され る．

1−1−i−12C．　 Synthesis　and 　insect　antifeedant 　activity 　of　aurones

against 　Spodoptera　litura　larvae（H．　Fukumoto ，
　M ．　Morjmoto，　T．

Nozoe，　A，　Hagiwara，　K ，　Komai，　Kinki　Univ．）

　タ イ国の 浜辺 に 生息 して い る シ ン チ ク ク グは，周辺 に生

息 して い る植物 に 比 べ ，根 が 貧弱 で あ る に もか か わ らず，

広範囲に 生 息して い た．こ の こ とか ら，こ の 植物は生育 に

有利 な な ん ら か の 能力 を見に 付けて い る の で は な い か と考

え，シ ン チ ク ク グ の 根 を抽出 した と こ ろ，数種 の オー
ロ ン

類が多量に 含まれ て い た．オ
ー

ロ ン は植物 の 黄色色素 と し

て 天然 に 存在 し，種 々 の 生理活性を持つ フ ラ ボ ノ イ ドで あ

る，こ れまで ， 数種 の フ ラ ボ ノ イ ドにハ ス モ ン ヨ トウ幼虫

に対す る摂食阻害活性が認め られて い る こ とから，オーロ

ン に も摂食阻 害活性 が ある の で は な か と考 え，摂食阻害活

性を評価し ， そ の 構造活性相関を検討す る こ とを目的と し

た．植物か らの オー
ロ ンの 収量が少な か っ た た め，各種 フ ェ

ノ
ール を 出発物質と して 種 々 の オー

ロ ン類を合成 し，オー

ロ ン 19種 とそ の 前駆体で あ る ク マ ラ ノ ン 4 種の ハ ス モ ン ヨ

トウ幼虫 に対す る摂食阻害試験を 行 っ た．そ の 結果，天然

型 で あ る 4，6，3
’
，4
’−tetrarnethoxyaurone が供試化合物中で 最 も

高 い 活性を示 し，順相 TLC の Rf値が低 い ほ ど摂食阻害活

性が高 い 傾向が 認め られた，

1−1−i−16A．　 Gallic　ester　effective　on 　termites　feeding〔T．　Mori，　S．

Kubota，　Y 　Shono，　N ．　Matsuo，　Sumitomo　Chernicaり

N 工工
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　Gallic　esters （没食子酸 エ ス テ ル ） は，多くの 植物 に 含ま

れ る没食子酸誘導体で あり，タ ン ニ ン や 茶 カ テ キ ン な どで

知 られる よ うに 抗酸化作用を有す る事か ら，食品添加物等

に も用 い られて い る，本研究で は ， gallic　ester の エ ス テ ル 部

分炭素鎖を伸長 した誘導体を合成し， シ ロ ア リの 摂食に対

す る影響を検討して い る，結果と して ，undecanoyl 　gallate

は シ ロ ア リ に 対 し高 い 摂食阻害作用を示 し，nonadecanoyl

gallateは逆 に，高い 摂食刺激作用を示す事が 明 らか とな っ

た．今後，シ ロ ア リの 餌嗜好性の メ カニ ズ ム を探る ツ
ール

と して，また，シ ロ ア リへ の 忌避物質も し くは誘引物質 と

して ，期待で きるもの で ある．

1−1−i−19A．　Selectjon　test　of 　sterol　preference　by　the　siikworm ，

Bombyx　mori 　larrae（S．　Nagata，　Y　Ohmori，　H ．　Nagasawa，　Univ．

Tokyo）

　昆虫 に は エ ク ダイ ソ ンな どの ス テ ロ イ ド物質が存在す る

が，自身で ス テ ロ イ ド骨格を生合成す る こ と は で きな い．

そ の た め，餌 と して 体内に 取 り込 ん だ植物由来の ス テ ロ イ

ドか ら誘導化 される，カ イ コ 幼虫 は桑の 葉の み食す るた め，

桑に 含ま れ る β一sitosterol が成育 に 効果的で あ る事は知られ

て い る．しか し，カ イ コ 幼虫 の stero ［嗜好性 に 関 して は 知

られ て い な い ，本研究 で は，β一sitosterolを含む 4 種類 の

sterolを餌 に 混ぜ ，餌を噛む事を指標 と して そ の 嗜好性を調

査 した，結果，β一sitosterol が 最 も高い 嗜好性を示 し，他 は

ergosterol ，　cholesterol ，　stigmastero ］の 順とな っ た．そ の 中で，

ergosterol に 関 して は，摂食 した幼虫 の 成育 に 著 しい 阻害作

用 が 見 られ る に も関わ らず ， 2番目に高い 嗜好性を示して

い る事が大変興味深い，カ イ コ 幼虫 の餌嗜好性と，成育へ

の 作 用 は 別 の 認識機構 に よ る もの で あ る事を示 唆す る結果

で あ り，口 の 部分 に 存在す るで あ ろ う独立 した餌認 識機構

は農薬の 新規 夕一ゲ ッ トと して 有望で あ る．

1−1−i−20B．　E伍cacy　of　clothianidin　O，5％ granu】e　against　 rice

leafbug（Trigonotytus　caetestiatium　Kirkaldy ）on　rice　by　paddy

water　application （A ，　 lwata，　N ．　Tokoro ，　M ．　Tabuchi，工 Yanai，

Sumitomo　Chemical）
　米農家 に と っ て，カ メ ム シ の 捕食 に より生 じる斑点米が

問題 に な っ て い る．有用 な 対処法 が 少 な く，こ れまで 斑点

米を軽減す る た め に ， 薬剤の ヘ リ コ プタ
ー
散布な どが行わ

れ て い る，農薬飛散の 問題があ る事か ら，薬剤 の 散布方法

が 問題 に な っ て い る．そ こ で ，斑点米を軽減 させ る ク ロ チ

ア ニ ジ ン の 施用方法 につ い て検討 した．そ の 結果，ク ロ チ

ア ニ ジ ン を粒剤 に して 水 田 に まく事 に より，ドリ フ トが無

く， 省力で 散布で き ， 効率よ く斑点米の 発生 を抑制す る事

が出米た，しか し， ク ロ チ ア ニ ジ ン は米に ほ と ん どは移行

しな い こ と か ら，斑点米の 発生抑制効果は カ メ ム シ の ど の

よ うな 摂食行動に よ る もの か 観察した．カ メ ム シ は，米だ

けで はな く，葉心 か ら も吸汁 して お り，葉心 に含ま れ る ク

ロ チ ア ニ ジ ン の 効果で あ る こ とが 明 らか とな っ た，さ ら に

そ の 活性 は経 1−1だ けで は な く，接触 に よ っ て も効果を示す

こ とが 示 され た．こ の 事か ら，ク ロ チ ア ニ ジ ン粒剤 は 斑点

米を軽減す る 上 で 有用な ツ
ー

ル で あ る と考え られ る．

1−1−i−22A ．　Synthesis　and 　insecticidal　activity　of 　monocyclic 　de−

rivatives 　ofpyridalyl （H ，　Ikegami，　M ．　Suzuki，　K ．　Izumi，　S．　Saito，

K ．　Umeda ，　N ，　Sakamoto，　Sumitomo　Chemical）

　Pyridalylは，綿や 野菜に対す る様 々 な鱗翅 目や 双翅 目の

害虫 に 高い 活性を 示 す新規殺虫剤で あ る．Pyridalylは，ジ

ク ロ ロ フ ェ ニ ル の 部位と炭素鎖で 繋が っ た 二 つ の 芳香環で

構成され て い る．ジ ク ロ ロ フ ェ ニ ル の 部分 に トリフ ル オ ロ

メ チ ル 基 を導入 す るな ど，芳香環 の 部分 の 改変 は以 前行 っ

た が，今回は，ピ リジ ン環を様 々 な非環状 の もの に 変換 し，

そ の 活性を検討 して い る，そ の 中で も，ア リル タ イ プ とオ

キ シ ム タイ プ の 化合物 は，い くつ か の 鱗翅 目の 害虫 に 対 し

て 効果が確認された，今回 の 結果 に より，ピ リジ ン環部位

が 殺虫活性 に必須で な い 可能性が示唆さ れた （図 2），

1−1−i−23B．　Characteization　ofethyl 　4−（2−substituted 　alkylexy ）ben−

zoate 　 with 　precocious　metamorphosis −inducing　 activity （N ．　Fu−

jita，
　E．　Kuwano

，
　T．　Shiotsuki

，
　Kyushu　Univ．）

　幼若ホル モ ン （JH）の 弱 い ア ンタ ゴ ニ ス トと して見い だ

され た ETB を 構造 改変 す る事 に よ り，　 ethyl 　4−（2−substituted

alkyloxy ）benzoate類 に よ り高 い JH 阻害作用 を見い だ し た．

こ れ らの 化合物 は，カ イ コ 幼虫 に塗布す る こ と で，JH の 顕

著な 欠乏 症状 で あ る 早熟変態 を誘導す る．早熟変態 とい う

現象自体は，同 じ く重要 な昆虫 ホル モ ン で あ るエ クダ イ ソ

ン の 阻害 に よ っ て も起 こ りうるが，こ れ らの 化合物 の 作用

は ，JH ア ゴ ニ ス トの メ ソ プ レ ン処理 に よ っ て の み 完全 に 打

ち消された．また，通常最終齢の み 体液中で 活性を示す JH

エ ス テ ラ
ーゼ の 活性が，化合物を処理 した 個体 の 体液中で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 CI

婚 一 や
　 　 　 　 　 　 　 　 　 CI

　　　　　　　 pyridalyi

・
一 み ⇒ 一 凶 懸｝ ・

一 人

R ：

　 　 　 　 CI

　 CI

，
、
。M ・B ・げ

N
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終酊齢か ら誘導され て い る事が 明 らか に な っ た，今1旦1見 い

だ した化合物は，早熟変態誘導の 際に JH の 代謝経路に 何

らか の 影響を及ぼ して い る と推察で き るが，JH エ ス テ ラー

ゼ の 誘導が 直接的か 間接的か な ど，化合物の 作用機構 に 関

して は ま だ 不明な 点が 多 い．

夏一1−i−24C ．　Synthesis　and 　anti−juvenile　hormone　activity　of 　opti −

cally　active　ethyl　4−（2−benzylalkyloxy）benzoates（K．　Ashibe，　H ．

Shirahashi，　K．　Furuta，　N ，　Yamada，　E 　Kuwano，　Kyushu　Univ）

　昆虫 に特異的に存在 し，生体内で 重要な働きを持つ JH に

注 目 し，JH の 働 き を阻害す る抗 JH 活性物質 の 合成 と，そ

れを リガ ン ドと して利用 した JH レセ プ ターの単離を目指し

た 研究 で ある，今回 の 発表で は，以 前に 発表され て い る，

化 合物 （1） の 構造 を改 変 し，よ り強い 活 性 を示 す 化 合物 の

合成を 行い，そ の 活性を 検討 して い る．

　中で も，（2）は カ イ コ 幼虫に お い て ，低薬量に お い て 強

い 抗 JH 活性を示 す と共 に，高薬量 で は JH　l舌性を 示す と い

う，興味深い 結果が 得 られて い る，

　 しか し，こ の 化合物 が示す．1つ の 相反 した作用が どの よ

うな 理由に よ る もの か，ま た／：こ れ らの 化合物 の 生 体内で

の 詳 しい 作用部位など，未だ判明 して い ない こ とも多い が，

JH の 標的 と した 新規薬剤 の 開発へ むけ，期待 で きる研究 で

あ る （図 3）．．

1−1−i−30C ．　Insectlcidal　activity 　of 　norchrysanthemic 　acid 　benzyl

esters − A 　new 　class 　of 　synthetic 　pyrethroids　with 　high　vapor 　ac −

tivity（K．　Ujihara，　T．　Mori，　T．　Sakamoto，　N ．　Matsuo，　T．　Iwasaki，

M ．Sugano
，
　Y．　Shono

，
　Sumito  o　Chemical）

i
こ れ ま で の 蚊や ハ エ な ど を対象と した家庭用の 殺虫剤は ，

蚊取り線香や マ ッ トな どい ず れ も熱をか け て 薬剤を 空気中

に 気散 させ る もの で あ っ た．こ れ を熱を か け な い で ，常温

で 気散 させ るこ と を目的に 化合物の 最適化を行 っ た．そ の

結果，菊酸部分 は 3 員環 に 結合 した ジ メ チ ル ア リル 基 は メ

チ ル 基 1 つ を欠 い た プ ロ ペ ニ ル 基で 十分活性 が あり，ア ル

コ ー
ル 部分 につ い て は フ ッ 素原子で 4置換 した p一メ チル （あ

るい は p一メ トキ シ メチル ）ベ ン ジル ア ル コ
ー

ル が上述 の 性

質を有す る こ と が わ か っ た．こ．れ らの 化合物を利用 した殺

虫剤 は簡易な乾電池式 の フ ァ ン で 利用 できる もの がす で に

市販されて い る．熱をかけな い の で，安全で ，長持ちす る

こ とか ら， 利用範囲は広が りそ うで あ る．

1−1−」−32B ．　Analysis　 of 　peptide　 components 　 in　 the　 venom 　 of

the　 Japanese　 scorpion 　 Liocheles　 australasiae （Y 　 Hanai，　 M

Miyashita，　J．　Otsuki，　Y 　Nakagawa，　H ．　Miyagawa，　Kyoto　Univ．）

　 サ ソ リの 持 つ 毒 の ペ プ チ ド成分 を MALDI −TOF 　MS ，

LC！ESI−IT・TOF 　MS ，　MSn ，生物活性試験を用 い て 分析 して い

く手法 の 確立，ほ 乳類およ び 昆虫 に 対す る毒性 の 傾向を上

記 の 分析 で 把握する事が可能．MALDI −TOF　MS にお い て，

ペ プ チ ド成分 の．分子量 の 分布 を知 る事が で きる．一
般 に

30〜40AA の低分子量ペ プ チ ド群および 60〜70AA の 高分子

量ペ プチ ド群に大別で き，特に高分子量ペ プチ ド群がほ 乳

類に 対して 強 い 毒性を持つ ，今回は 日本産 の 無害なサ ソ リ

と，外 国 の 猛 毒 を持 つ サ ソ リの MS データ を得 た が，今後

もデータを蓄積して い く事に よ り ， 機器分析の み で毒性を

推定す る こ とが可能に な る と思わ れ る，

1一凵 一37A，　 From　QSAR　to　product：ANN −based　QSAR　and 　dis−

covery 　ofXDE −175− the　next 　generation　spinosyn 　insecticide（T．

C．Sparks，　G ．　D．　Crouse，　P．　B．　Anzeveno，工 Martinew，　J．　Dripps，

J．Gi徹）rd 　Dow　AgreScjences）

　ス ピ ノ シ ン A は マ ク ロ ラ イ ドに 2 種類の 糖が 結合した 化

合物で
， 微生物が 生産す る 殺虫活性物質で あ る．こ の 化合

物 に 対 して ，ANN −based　QSAR（artificial　neura】netwo 「k−

based　quantitative　structure −activity　relationship ）を適用 して，

よ り活性 の 強い 化合物を予測した と こ ろ ， 2種類 の 糖の う

ち の 1つ の フ コ ース の 3’

位 の 0一メ チル 基 は 0一エ チル 基の

方が 活性が 強 い と予想 さ れ た の で，実際に合成 して み た と

こ ろ確か に 活性が強い こ とを確認した．こ の こ とか ら ， 発

表者らは こ の 方法が有効で あ る こ とを述べ て い る，しか し，

こ の 方法 の 適 用範囲は は っ き
．
りせ ず，どの 程 度の 確率で 有

効 な予測 が 出来るか は 明確で は な い，そ の 他，構造中の マ

ク ロ ライ ドに 付随す る 5−6・5員環 の 6 員環部分 は シ ク ロ ヘ キ

セ ン よ りシ ク ロ ヘ キ サ ン の 方が 高活性 で あ る こ と もわ か っ

た。

［−1−i−38B．　Structure−actMty 　relationships　of 　3−benzylidene−

anabaseine 　and 　3−benzylidenemyosmine　probes　fbr　insect　llicotinic

acety】choline 　receptors （1．　Ikeda，エ Utsunomiya，　M ．　Sadamitsu，

N 工工
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A ．Hirohara，1．　SUItana，　Y ．　Ozoe，　K ，　Mechida，　Shimane　Uniy．）

　殺虫剤 の 効果的な タ
ー

ゲ ッ トで あ るニ コ チ ン性 ア セ チ ル

コ リン 受容体 （nAChR ） は昆虫 の 神経伝達 に おい て，重要

な 役割を果た す事が 知 られ て い る．3−Benzylideneanabaseine

類縁体は ， 脊椎の α 7nAChR に選択的な ア ゴ ニ ス トで あ る

に もか か わ らず，α4β2nAChR に 対しア ン タ ゴ に ス ト活性

を示す．こ の よ うな サ ブ タ イ プ選択的な 化合物 は種 々 の サ

ブ タ イ プが持つ 結合部位の 構造を明 らか に す る ば か りで は

な く，昆虫 nAChRs とそ の 結合部の 特徴を説明す る事が 出

来 るか もしれな い と考えた．そ こ で，［
3H

］エ ピバ チジ ン を用

い て キ ブ リ神経 の nAChR に 対す る 3−benzylideneanabaseine

と 3−benzylidenemyosmine類縁体 の 親和性を測定 した．そ の

結果，3−benzylideneanabaseineお よ び 3−benzylidenemyosmine

類縁体の benzylidene基 の オ ル ト位へ の 電子供与対の 挿入 は

ゴ キ ブ リの nAChRs に対 す る結合親和性を増大 させ た．こ

れ らの結果を 元 に ， 種 々 の サ ブユ ニ ッ トが持つ 特微 を 明 ら

か にす る と と もに，昆 虫 nAChR 特異的に 作用す る新規殺虫

剤の 開発 が期待さ れ る．

1−1−i−42C ．　Synthesis　 of 　insecticidal八Lphenylamidine 　 deriva−

tives　 and 　 their　 structure −activity 　 relationships （T．　 Uekawa，　 H．

Miyazaki，　O．　Matsumoto，　S，　SembQ，　Y　Shono，　N．　Matsuo，　Sumit−

omo 　Chemical）

　殺虫活性を持つ 化合物， N−phenylamidineの 誘導体を合成

し，そ の 構造活性相関を求め た．構造改変部位 はベ ン ゼ ン

環 の p一位 お よ び o一位，ア ミノ 基，ハ ロ ァ リル 基 の 三 ヵ所と

した．チ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リを用 い た活性試験の 結果，ベ ン ゼ

ン環 の p一位に CF
，
・，　o一位の 両方に NOz ・ア ミノ基 は NH2 −，ハ

ロ ア リル基 に C2〜C3 の ハ ロ ゲ ン化物 を用 い た化合物 で，最

も高 い 殺虫活性 を得 る 事 が で きた ．こ の 化合物昆虫 の

GABA 一レ セ プ タ
ー

に ア ン タゴニ ス トとして 作用する活性を

持つ 事 が示 されて い る，

1−1−i−48C．　Synthesis　and　biological　activity　of 　4〃−1，3，2−ben−

zoxazaphosphorin 　 derivatives（H ．　 Yoshikawa，　 H ．　 Tamura，　 Y

Ichiki，　Fukuoka　Inst．　TechnoL）

　 マ ラ チ オ ン や フ ェ ニ トロ チ オ ン と い っ た有機リ ン 剤 は現

在 も広く利用 され て い る薬剤 だ が，徐 々 に衰退 して い く傾

向に あ る．しか しな が ら，リ ン 元素は水素，酸素，炭素，

窒素，硫黄な どの 多様な 元素と結合可能で あ る．つ ま り，

有機 リン化合物 に は，生理活性物質 して まだ 多くの 可能性

が 残 さ れて い る，本研究で は，殺虫活性 に 関 して すで に 多

くの 報告が あ る 2−methoxy 　4H −1，3，2−benzodioxaphosphorin−2−

thione誘導体で はなく，salicyl　aldehyde誘導体から改変 した

4H −1，3，2−benzoxazaphosphorinに つ い て そ の 生理活性 を検討

し た．6位 に C1や Br を導入 し た 誘導体 は Ldodelphau 　stri・

atella 特異的に殺虫活性を示 した，また
， 6位に ニ トロ 基を

Category　l　S79

導入す る と殺虫活姓は低下す るが ， 逆 に コ リ ン エ ス テ ラー

ゼ 阻害活性は 向上 した，N 原子上 に Allyl基を導入 した誘導

体は Pyricular
’
ia　oryzae や，　 Diaporthe　citri な ど に も効果 を示

した．有機 リ ン剤 の 新 しい 可能性を示唆す る興味深 い 研究

で あ る．

卜1−i−50B．　 Biosynthesis　of　pyrethrins　in　seedlings　of　Chrysan−

themttm　cinerariaef）lium（Y．　KikUta，　M ，　Takahashi，　K．　Matsuda，

A ．Hatanaka，　K ．　Nakayama ，Y ．　Katsuda ，　Dainjhon 　Jochugi1〈u）

　天然 ピ レ トリ ン類 は，除虫菊 （Crp・santhemum 　cine ｝
’
ariae −

folium） に含まれ る殺虫性物質で あり，近年 で は天然物嗜好

の 高ま りと と もに殺虫薬 と して の 需要 が高まって い る，こ

れ ま で に ， 構造 や作用機構な どの 研究は多く行な わ れ て い

る もの の ，植物体内に お け る ピ レ ト リ ン 類の 生合成経路

に つ い て は ほ とん ど 明 らか と な っ て い な い ，菊 田 ら は，

［1−
［3C

］D−glucoseを取 り込 ませ た除虫菊幼苗か ら ピ レ ト リ ン

1を 分取し，そ の
13C −NMR ス ペ ク トル を解析す る こ と に よ

り天然 ピ レ トリ ン類 の 生 合成経路 の 解明を試み た，そ の 結

果，エ ス テ ル 化合物 で ある ピ レ トリン の 酸部分 は，2・C−

methyl ・D −erythrito14−phosphateを中間体 と する非 メ バ ロ ン 酸

経路 に よ り生合成さ れ る こ とが 明ら か とな っ た 。一
方 ，

ア

ル コ
ー

ル 部分 は リノ レ ン酸 由来の オ クタ デ カ ノ イ ド経路 に

よ り生合成 され る こ とが 強 く示 唆 さ れ た．両経路 に関 わ る

酵素は葉緑体に局在す る こ とか ら，
ピ レ ト リン 生合成に は

葉緑体が深く関わ る こ とが 明 らか とな っ た．今後，さ らに

詳細 な ピ レ トリ ン の 生 合成経路 の 解明が期待 さ れ る．

1−1−i−51C．　Larval　 feeding　 stimulants 　 of 　 a　 Rutaceae−feeding

swallowtail 　butterfiy，　Papitio　 xuthus （T 　 Murata，　 N ．　Mori，　R ．

Nishida，　Kyoto　Univ．）

劭 卿 o 溜 伽 の 幼虫は，主 として ミカ ン 科植物を餌 とし

て 食べ る事が知 られて い る，本研究 で は ， トイ レ ッ トペ ー

パ ーに しみ込ませた植物の 工 タ ノール 抽出物が幼虫の 摂食

を強 く刺激す る事を見 い だし，そ の 要因となる成分の 探索

を行った．そ の 結果 ， pOlymethoxyfiavoneや cy 。lic　peptide，

複数種の糖を含む多数の 化学物質が検出さ れ た．検出さ れ

た物質を単独で 用 い て も，全 く摂食刺激作用 は認 め ら れ ず，

混合す る事 に よ っ て 初め て 摂食を開始す る，昆虫 の フ ェ ロ

モ ン や，植物 が 天敵を呼 び寄せ る揮発性物質 な ど も，種特

有の 化学物質や そ の 混合比 に よ っ て 受け手側 の 認識 が 異な

る事は知 られて い るが，本研究 の 嗜好性 に関する刺激 物質

に 関 して も特定 の 混合比やそ れを認識する複雑な受容機構

の 存在が 伺 え る，自然界 に お い て 種特異性，選択性 の 高 い

こ れら誘引物質，刺激物質の 認識機構 の 解明 は，より安全

な薬剤の 開発に 非常 に 有効で あ る．

1−1−i−52A．　Substituted　 arylpyrazole 　 anthranilic 　diamide； novel
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insecticidal　 activators 　of　the　ryanodine 　receptor （T．　P．　Selby，　K ．

A ．Hughes，　DuPont　Crop　Pretection）

　 リア ノ ジ ン受容体 は殺虫活性 の 新 しい 標的 にな っ て い る．

細胞内の カ ル シ ウ ム イオ ン 濃度 は 細胞外 に比 べ て か なり低

い 濃度 に 保 た れ て い るが
， 細胞内の カ ル シ ウ ム 貯蔵器官か

らの 細胞内 へ の カル シ ウ ム イ オ ン の 放出を制御 して い る リ

ア ノ ジ ン 受容体が細胞 の 活性 に おい て 重要 で ある，日本農

薬（株）で開発され た フ タル 酸ジ ア ミ ド誘導体 （フ ル ベ ン ジ

ア ミ ド）を ヒ ン トに ひ とつ の ア ミ ドの 向き を逆 に して ア ン

トラニ ル 酸誘導体に 変え，そ れを基本 に 各種置換基の 構造

を最適化 した，DuPont に よ っ て 開発された こ の 最終化合物

は そ の 最適化の 過程で ， さま ざまな複素環誘導体を検討し

た こ と を報告して い る，こ の 種の リア ノ ジ ン受容体に 対す

る 阻害活性 は 昆虫 と哺乳動物 （ヒ トや マ ウ ス に は 3 種類の

受容体 が あ る） の 間で 高 い
．
選択性 （い ずれ も3 桁以上 の 差）

が あ り，こ の 点で も有望な 殺虫剤 と い え る，こ の 薬剤を投

与すると，鱗翅目昆虫 の 幼虫は痙攣 と ともに動きが不活発

に なり，じ っ として動 か なくなる．リア ノ ジ ン 受容体 に対

す る結合部位 は リア ノ ジ ン が結合す る部位 とは 異な る こ と

がわか っ て い る．しかし，フ ル ベ ン ジ ァ ミ ドとの 構造の 違

い を考慮す る と，こ の ア ン トラニ ル ジ ア ミ ドが リア ノ ジ ン

受容体 の 同 じ部位 に結合 す るか ど うか 疑問 もあ り，検 討 の

余地 が あ る よ う に思 わ れ る，こ の 発表 に関連 す る発表が ボ

ス ター発表と 口 頭発表を含め て 多数行わ れ た こ とか ら も，

こ の 分 野 で高 い 注 目を浴 び て い る こ とが 伺え る．

1−1−i−55A ．　 InsecticidaI　activity 　and 　chemical 　composition 　ofes −

sential　 eil　 from　Artemisia　 scoparia （M ．　Negahban，　 S．　Mohar−

tamipour ，　F　Sefidkon，　Tarbiat　Modarres　Univ．）

　イ ラ ン の 乾燥地帯 に 植生す る ヨ モ ギの
一

種，Artemisia

scoparia は薬草 と して 用 い ら れて い る，こ の 仲間の エ
ッ セ

ン シ ャ ル オ イル が，貯蔵食糧害虫へ の 殺虫活性を持つ とい

う報告 が 数件ある ．ア ズ キ マ メ ゾ ウ ム シ，コ ク ゾ ウ ム シ，

コ ク ヌ ス トモ ドキの 仲問三種をA，scoparia の エ
ッ セ ン シ ャ

ル オイル の 薫蒸 による殺虫活性試験 した結果，37〜926μL！L

で 活性が確認で き た．こ の エ ッ セ ン シ ャ ル オ イ ル の 主成分

は モ ノテ ル ペ ン で あり， そ れ らは既 に多くの 殺虫 ， 殺菌活

性などが知 られて い る．以上か ら，こ の ヨ モ ギを用い た貯

蔵穀物 の 薫蒸殺虫，殺菌が 期待で き る．

1−1−i−56B．　 Male　attractants 　oftropical 　fruit　flies　in　the　fioral　fra・

grance　of
“fruit　fiy　orchids （Bztlbophyllttm　spp ．）

1’
（R．　Nishida，　K．−

H ，Tan
，
　Kyoto　Univ．）

　 ミバ エ の 仲間，Bactrocera　dorsalisと Ba．　eucurbitae は多 く

の 亜 熱帯性果実を食害 す る東南 ア ジア の 害虫で あ る，洋蘭

の 仲間 Bulb。phyllurn族は花から化合物を放出し，こ れ らの

ミバ エ の 雄を誘引 し，受粉 の 媒介者 と させ る．洋 ca　Bu．

凵本農薬学会誌

Cheiriは methyl 　eugenolを 放 出 し て Ba ．　dorsalisを，　 Btt，

apertum は raspberry 　ketoneを放出 して Ba．　 cucurbitae を誘

引 して い た，しか し，Bu．　patensが放 出す る zingerone は

methyl 　eugenol の メ トキシ 基と raspberry 　ketoneの 水酸基，直

鎮 2一ケ トン の 両方の 構造を持 っ て お り，

一
成分で 両 ミバ エ

に対して誘引活性を示した，こ れ らの 成分は ミバ エ の 雄が

雌に対 して放出す る性 フ ェ ロ モ ン で あり，また洋蘭 に よ っ

て シ ノ モ ン と して も使われ る．

1−1−i−59B．　 V ｛）licitin　 and 　 nitrogen 　 metabolism 　 in　 Spodoptera

litttra（N ．　Yoshinaga，　R．　Nishida，　N ．　Mori，
　Kyoto　Univ．）

　 トウ モ ロ コ シ や タ バ コ な ど の 農作物は，ヨ トウ ガ の 幼虫

に 食害 され る と，幼虫 の 唾液 に 含まれ る volicitin を認識し，

ヨ トウ ム シ の 天敵で あ る寄生蜂を誘引する揮発成分を放出

す る事 が知 られて い る，しか し，鱗翅目昆虫 は な ぜ生存 に

不利 に 働 く volicitin を持 っ て い る の か 明 らか で は な い，そ

こ で，吉永 らは volicitin が幼虫 の 生理代謝 に 重要な役割を

果 た して い ると考え，volicitil1類縁体の 同定を行 っ た．その

結果，ヨ トウ ガ 幼虫 に含まれ る volicitln類縁体 は全 て グル

タ ミン縮合物だ っ たこ とか ら， グル タ ミン代謝 と volicitin 生

合成 との 関連 に つ い て 安定同位体 （
i5N

）を用 い て 調べ た．
一

般 に，グル タ ミ ン は窒素の 供 給源 と して 体 液中に 蓄え ら

れ て お り ， カ イ コ で は ， グ ル タ ミン は ア ン モ ニ ア の解毒に

よ っ て 生合成 （窒素の 再利用）され る こ とが知られ て い る，

本研究で は，ハ ス モ ン ヨ トウ に お い て も
ISN

ラベ ル の ア ン

モ ニ ア が グル タ ミ ン の 末端ア ミ ドに取 り込まれる だ けで な

く，さ らに そ の
T5N一グル タ ミ ン が リ ノ レ ン 酸と縮合し，各

種 の volicitin 類縁体 が生 成す る こ とを 明 らか に した．こ う

して 生成 し た volicitjn は 中腸腸管内に 高濃度 に 蓄積 され，
一

部 は 分解 されて 再吸収 される こ とか ら，volicitinは グル タ

ミ ン の 蓄積形態の
一

つ で あ り，こ れ に よ っ て 効率的窒素代

謝が可能 に な っ て い る と示唆された．

1−1−i−61A．　Positive　incorperation　 of 　 unsaturated 　fatty　 acids 　to

the　fatty　acid 　amides 　in　Spodoptera　litura（T．　Aboshi，　N ．　Yoshi−

naga ，　K，　Noge，　R．　Nishida，　N ．　Mori，　Kyoto　Univ．）

　Volicitinは Spodoptera　litura（ハ ス モ ン ヨ トウ ）の 幼虫の

口内で分泌され，食害植物に揮発成分を放出させ るエ リシ

ター
で あ り，＆ 伽 厂α を 目標とす る寄生蜂が揮発成分 に誘引

され る．Volicitin生合成に お ける グル タ ミン と脂肪酸の 結合

が S．litura中腸で 行 わ れ る事 が 明 らか に な っ て い る が，こ

こ で は そ の 脂肪酸 の 選択性 に つ い て 研究をお こ な っ た，食

草 の 脂肪酸組成を調 べ た 結果，リノ レ ン酸，リノ
ール 酸，

パ ル ミチ ン 酸，ス テ ア リ ン酸 か ら構成 さ れて い る こ とが わ

か っ た，こ れ らの 脂肪酸 の ナ トリウ ム 塩を人．工飼料 に 加え，

食餌させ た幼虫中腸内の 脂肪酸一グル タミン 結合成分を調べ

た結果，不飽和脂肪酸は飽和脂肪酸 と比較 して，明らか に
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多 くの 化 合物 が 生合成 さ れ て い る こ とが わ か っ た，ま た，

リノ レ ン 酸お よ び パ ル ミチ ン 酸の ラ ジ オ ア イ ソ トープ標識

化合物を与え た と こ ろ，リノ レ ン 酸は体組織に取 り込まれ

やす い が，パ ル ミチ ン酸 は体外に 放出され る量 が 多か っ た．

以上 の 結果 よ り，幼虫は不飽和脂肪酸を選択的に 体内に取

り込 み，volicitin を生 合成す る こ と が示唆さ れ た．
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